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これまでに燃料領域で発生した中性子に対する中性子検出器の応答に加えて燃料間の出力相関を考慮

した出力分布推定手法（PHOEBE法）はマイクロ炉に対してその有効性をシミュレーションで確認し，

UTR-KINKI および KUCA を用いてその原理検証を実施してきた．本研究では PHOEBE 法を大型の

高温ガス炉に適用した場合の適用性を評価し課題を抽出した． 
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1. 緒言 

 これまでに燃料から検出器への応答係数に加えて燃料間の出力相関を考慮した出力分布推定手法
（PHOEBE 法）を MoveluXTMの炉心に適用してその適用性を確認し，更に UTR-KINKIおよび KUCA を用い
てその原理検証を行ってきた．本研究ではこれまで小型の炉心に留まっていた PHOEBE 法の適用先を大型炉
心に拡張し，その適用限界等を検討することとした．また，対称の炉型を，出力分布異常を検知できる炉心
として，比較的中性子飛程の長い黒鉛減速材を用いる高温ガス炉とした． 

2. 対象炉心および解析条件 

 具体的な対象炉心は
GTHTR300とした[1]．本炉
心は図１に示すように 8ｍ
程度の直径を持つ円環状
炉心であり，燃料・減速材
カラムの幅は約 40cmであ
る．出力相関係数および検
出器応答係数はモンテカ
ルロ法では高速中性子の
統計量が少なく計算コス
トが非常に高いことから
SRAC-CITATION を用い
た．係数の作成時には燃料
濃縮度は同一としたが，出
力異常を模擬するケース
として濃縮度を 20%に高
めたケースを評価し，その時得られた出力分布を参照解とした． 

3. 出力分布推定結果 

 図２に出力分布の推定結果を示す．参照解が SRAC-CITATION で得られた出力分布，推定結果が PHOEBE

法に基づく出力分布である．また，推定結果に示した赤い点は検出器位置を表している．参照解は図の下部
に出力ピークが確認できる．PHOEBE 法による推定結果では図の上半分の出力分布が低下し下半分が増加す
るなど全体的な傾向を再現できている．ただし，ピーク位置は現状で 2 カラム程度の差異があり，出力分布
推定に使用する中性子エネルギーを検討し，考えられ得る検出器のモデルを作成して評価を進める． 

4. 結論 

 高温ガス炉の体系においても炉外計装により一定程度の出力分布の推定を行う事が出来た．ただし，使用
する中性子エネルギーの検討や当該エネルギーの中性子を抽出するための検出器構造の検討が必要であり，
今後，当該検討を進める． 
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図１：GTHTR300の炉心断面図 図 2：出力分布推定結果 
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